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高峯の山桜

三好学 著　『桜』

　

山
桜
の
名
所
と
い
え
ば
、
奈
良

県
の
吉
野
山
が
有
名
で
す
が
、
桜

川
も
、
都
が
京
都
に
あ
っ
た
平
安

時
代
に
、
紀
貫
之
が
歌
に
詠
む
ほ

ど
の
、
吉
野
山
に
劣
ら
ぬ
山
桜
の

名
所
で
し
た
。

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍

し
た
、
桜
博
士
こ
と
帝
国
大
学

（
現
東
京
大
学
）
教
授
の
三み

よ
し好
学

ま
な
ぶ

理
学
博
士
は
、
史
蹟
名
勝
天
然
記

念
物
法
の
施
行
に
あ
た
り
、
そ
の

調
査
員
と
し
て
全
国
各
地
を
回
り

ま
し
た
。
自
身
の
著
書
の
中
で
、

「
櫻
の
名
所
と
し
て
古
来
名
高
い

所
は
、
大
和
の
吉
野
山
を
第
一
と

し
、
武
蔵
は
小
金
井
が
あ
り
、
ま

た
常
陸
に
は
櫻
川
が
あ
る
。
こ
の

中
で
吉
野
と
櫻
川
と
は
、
最
も
古

い
櫻
の
名
所
で
あ
り
…
（
以
下

略
）」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

三
好
博
士
は
、
磯
部
地
区
周
辺

や
、
雨
引
山
に
何
度
も
調
査
に
入

り
、
香
り
を
放
つ
も
の
や
、
花
弁

の
赤
い
も
の
な
ど
、
桜
川
固
有
の

特
徴
を
持
っ
た
、
優
れ
た
山
桜
に

名
前
を
つ
け
、
大
正
９
年
発
行
の

桜
の
彩
色
図
鑑
「
櫻お

う
か花
図ず

ふ譜
」
に

11
種
類
（
命
名
は
18
種
類
）
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

景
勝
地
と
し
て
の
規
模
は
小
さ

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
桜
川
が
吉

野
山
や
小
金
井
と
肩
を
並
べ
、
大

正
十
三
年
に
国
の
「
名
勝
」
に
指

定
さ
れ
た
の
は
、
謡
曲
の
舞
台
に

な
る
な
ど
、
数
多
く
の
史
実
を
有

す
る
、
日
本
で
最
も
古
い
サ
ク
ラ

の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
大
き

な
要
因
で
し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
名
勝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
地
域
だ
け
に
優
れ
た
山
桜

が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
古
く

か
ら
桜
川
を
取
り
囲
む
里
山
の
山

桜
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
紀
貫
之
の
歌

は
、

『
常
よ
り
も

　
春
辺
に
な
れ
ば
桜
川

　
　
波
の
花
こ
そ

�

間
な
く
寄
す
ら
め
』

と
い
う
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
桜

川
を
取
り
囲
む
山
々
か
ら
花
び
ら

が
舞
い
降
り
て
、
川
面
を
花
び
ら

が
覆
い
尽
く
す
様
子
を
思
い
描
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

吉
野
山
や
桜
川
以
外
に
現
存
す

る
サ
ク
ラ
の
名
所
は
、
最
も
古
い

も
の
で
は
、
江
戸
時
代
の
歴
代
将

軍
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
隅
田
川

や
小
金
井
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
江
戸
の
サ
ク
ラ
の
名

所
に
は
、
桜
川
か
ら
苗
木
を
移
植

し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
、
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

江
戸
の
名
所
以
外
で
は
、
古
い

も
の
で
も
明
治
後
期
か
ら
大
正
時

代
（
弘
前
公
園
や
北
上
展
勝
地
な

ど
）
で
、
多
く
は
第
二
次
大
戦
以

降
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

吉
野
や
桜
川
が
、
千
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
こ
と
を
考
え
る
と
、

い
か
に
こ
の
二
つ
が
抜
き
ん
出
て

い
る
か
分
か
り
ま
す
。
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